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シルクデニット糸を使った高付加価値型シルク素材の開発

本研究では、ハイテクプラザの糸加工技術 特開 を活用し、県内企業が取り組む繊維製

品の高付加価値化と繊維製品の地域ブランド化を目指しています。本年度は織物用デニット糸（緯糸）

の作製方法の選定、及び試作織物の課題抽出を行いました。

図１に示すシルクデニット糸 以下、デニット

糸 は、従来のニット・デニット糸 解編糸 とは

異なり、解編糸の内部にループ結節を保持するこ

とで、伸縮性と嵩高性に優れることを特長として

います。そのためシルクの持つ独特の風合いや光

沢感、そして優美なドレープ性をニット用及び織

物用加工糸として幅広く展開できる可能性があ

ります。

しかし、これまでニット用に開発したデニット

糸を織物用に使用した場合、製織時の荷重により

デニット糸が最大伸度まで伸び切った状態で固

定化されるため、出来上がった織物はソフト感も

嵩高性にも乏しい織物となり、デニット糸本来の

ソフト感と嵩高性の特長が発現されませんでし

た。

そこで、本年度は製織時の荷重に耐えられる織

物用デニット糸の作製方法を選定し、それを緯糸

に使った試作織物の課題抽出に取り組みました。

その結果、緯糸加工糸の構造を既存の合撚糸

ではなく、鞘糸（デニット糸）を芯糸（生糸）

に対して、過剰に巻付けた図２に示すリング状

の芯鞘糸 緯糸加工糸 を考案し、表 に示す緯

糸加工糸の作製条件を選定しました。

次に表 の緯糸加工糸③を使い、表２の織物

の設計仕様で製織した外観写真を図３に示しま

す。図３の織物表面には、図２の過剰に巻付け

たデニット糸のリングが、織物表面にシボ状の

凹凸感として出現するため、肌触りが良くソフ

ト感と嵩高性に優れることが分かりました。

一方で、織物の風合いを評価する際、緯糸加

工糸のリング間隔と織物表面の凹凸感の関係を

求めることが、今後の課題となることが分かり

ました。
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＜用語解説＞ 

糸加工技術(特開 2018-165413)： 

特願 2017-62592「交絡型嵩高集束糸およびその

製造方法」 

  

シルクデニット糸：シルク素材を使用して筒編状

に形成した加工糸からループの交絡を引き出す

解編により集束させて、ストレッチ性と嵩高性を

両立させたソフトで風合いに優れた繊維が得ら

れる交絡型嵩高集束糸のこと。 

 

緯糸加工糸：複数本の糸を一本の緯糸として使用

する場合、糸同士が分離しないように絡み合いを

持たせ、製織時に均一な伸度となるよう一体化さ

せた緯糸用加工糸。 

 




